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針葉樹の冬芽の形態と伸長様式

一一マツ)高の新条形成をめぐって…ー

大島誠一

Shoot Elongation and Bud Anatomy in Coniferous Trees 

一一一WithReference to Diverse Formation of New Shoots in Pines-

Sei-ichi OOHA'rム

要留

マツ j出ζ特興的lζ認められる多機な新条例11誌を蝦耳目してl.llJ僻するために，多数の針~樹類の主

i[ij!1伸長様式と冬罫の構造を粥べ，次の結果が得られた。

1.針議樹類は，分類上の租併に特有の伸長様式を示した。その様式は，冬詳の形態または生活

JI~rζ関連する。

2. ヒノキ科植物では，冬3'.3'の構造が悲しく単純であり，ヨミi[q!I{I[1長は生育期間告白通じて徐々に伸

長した。

3. スギ科織物では，冬3t:の形態が単純な額や，明確な冬部奇形成する翻など，やや線維な構造
をもっ。針諜樹の一般的傾向として，冬~形成が明らかな溜類ほど一環摺のf時ト民様式ぞ示す{頃

向が認められた。

4. マツ j潟~除くマツ科植物は，務から去さに急速に伸長し，秋までにj事い芽鱗に包まれた冬~を

形成して休眠する，一;民ID!の伸長様式を訴した。

5. マツ腐の冬芽は，イ阜のマツ科縞物に比べると異質な形態を有・し，鋭校が接合してひとつの大

きな冬3f~形成する。短校と:民枝の服装が相i認であり，短校が集合した冬芽の構造から，パン

クスマツ恕の冬身:など，複雑な冬3t:の形成が可能になると解釈された。
6. マツ踏には， 若いi時代lζfreegrowthの時代がある。テーダマツ盟の伸長様式は， ζの性

質が成木になっても維持ちれるものであると解釈された。

はじめに

マツj胤諸各櫛の=主E!軸i担旅倣t唯幼刷h肘!ぱf伸f司市11:1
ζ とが知られ，この様式や殺到して理解しようとした試みも多し、。 SHAWll は，マツ腐の分類上

の観点から， 新条の伸長織式1?単加盟(むl1il1odal)と多締盟 (Mul til1odal)に分け， 多ii1i裂が

より進化した月三践とみなした。その後， NH送機式を!1m鈍化する努力はなおれてきたが，盤J:!jj~ れ

たとは認め難い。例えば， LANNER2) は，税ï!fiが不すスギ現状(初生誕)期の{可1:箆鍛~合め，マツ

}潟名fillの主ililll{lll:民盟各 7タイプに分けた。近年， Ij] r.113)ら，大陸，¥4)は，議本的 3タイプイをあげ，
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伸長1liMとj持の肥大生長の季16的類取から， {I判長恕lこ伴なって災なる住;民様式i"挺11隠した。ただし，

マツ!障の::Eljqll伸長喜子綿ぺた報告は数多く，同一閣でも注予言.条件によって伸長様式が典なる倒的も

報告会れている。 ζの;場合，伸長様式を各タイプl己分ける前提条件が崩れてしまう。また， {111:民

様式を悲UliY.化すると，その中/'m現が次々と見い出されt Iま分に縦割が生じる例が多い。
伸長様式の誼雑会 lこ対応して， その用語Jニ!こも説乱が主主じた。 SWEETand BOLLMANN6lは，

マツ)[.誌の伸長様式l乙1m]しでは， fれr♀ω巴g引rowt仙hと Prc吋d泌加g“te似l'lJ1ヨd山ir如nc吋dG印I
でいる。三主I巳ミ主汁訓)1申紬li阿附i削泊j山帥d的桝{Iヰ1I長iにζ関すす帽るこのような状i泊抗児!から， 単lζf為タイプに分けることにÆ~な溜111とはない

と判断怠れるo ζの問題に関しでは， SHAWDが検討した11約二fffで腐り，マツ!潟が進イちまたは続

分化の遇税?どのような様式命獲得してきたか札再検j討する必製があるとj忍われる。

この報告では， その第一段簡として， 長 I']j~樹全般の伸長;様式と冬穿の形態とを色調べ， 前報3，，1)

のマツ艇の{市議機式と比較検討した。傘i・tt~樹の新条{IIl:践の様式は，花当"技条原裁の分イちおよび

冬惑の形態と無関係ではない。植物学的興味から，また育部学的必諜から，すでに多数続の冬持

の形態とその形成過程誌が検fi~' されているが，新条の{III長;様式との関係から般五11 した報告は先I1!lff'

佐々木7)の記載告除いてはないようである。そこで，マツ腿の特務長性をi路らかにするために，多艇

の針諜樹の冬芽とその伸長織式i"相互に比較し，マツ科緩i物lζ関しては，マツj認と比較検討した。

ζの研究は， Z京誌都火学盛学部樹溜林上駕l茂!究宅詰、鉱誠験i地出で7脊守l成慌された針
l中拘;にζ逃めたものでd必うり，関銃験地の任!呼1弘之技官には，組の開主主，測定の一部分担， y摂取!など，
研究の…河liを協均していただいた。さらに，間試験士山の野東洲博士，中チj: 弟技官には，悶じ

興味をもっ仲間として，論議に参加していただき，有益なお教え1?受けた。とりまとめに際して

謝惑を悲したL、。

材料と方法

材料はすべて京都大学農学部演習林上賀茂試験士山で育成されたものである。多額の針瀦;樹類か

ら測定値引等るため，時汐?に背.成されている樹木8) で，樹i潟が商く，測定不能の翻案誌と謝木制~

札 53顧の主制!神長吾各 1 棚体，各月 iこ 2 間ほど測定した。ー郊の額類では.:EJlill1でなく校や崩~

校の測定髄もめるが，これらは主Ililllとは加に明示した。樹競下郊のJ去の{III:ぬま， ::1::ijilllと者しく興
なる例が認められたので，これらの結巣は使用していない。

材料として使用した針楽搬の謝肉，定者il[後の年数，版E宮地などを去11こ強調jして訴した。ただ

し，議1には議裂とj忠われる42磁のみぞ示した。

測定には，ステンレス製虫ピンを斡lζ料し，その点~:t主点にして主制lの国点との距離を?測定し，

伸長速度を推定したo測定は1974年 3)~22E1 から同年11月 20 1=1 まで行った。なお， I即時lこ幹の肥

大生長も測定したが，今1mは{II!民生伎の結楽だItをとりまとめた。

冬3fの形態に関する資料は，冬挙lζ，I河演現林水f，ii記;験地から採探し，スケッチと観察を行っ

測定結果

(1) ヒノキ科椴物の主iM{伸長

ヒノキ科楠物は!世界に19n潟約130閣が知られ， ζ:1~:':I~球9) Iζ分布する。このうちで， J捌かel・8

1習のあるrillは，北緯 700付泣まで分布するが，そのliliの腐は 600付近までで，大部分の艇は中綿
j交の，比較的組l援な地域に分布している。この捕物群は，針状の漉が開化器官として校から分隊
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?able 1. Coniferous sp唱ciescxamined the shoot growth patt号l'n

Yeal'S after 'rree 
Tl'ansplant Height Distribution 

(m) 

J<'amily and Species 

l"ml1ily Pinaceae 
Abieb' fil'ma 5mB. ct Zucc. 
CedU1'叫sDeodra LOUD. 
]feielee1'ia d高官idiωt品 BEISS. 
La1'ix leptolepis GORDON. 
Picea excelb'日 LINK.
Picea ab'perat品l¥1AST.
Pice日g1'側 caVoss. 
Pice串 ol'ientalisLINK. 
Piceιpu叫gensENGELM， 
Picea meyeri REHD .ct WILS. 
Pice晶 omoric晶 PUIU¥.
Picea marianιB. S. P. 
Picea polita CARR. 
Picea glehnii l¥1ASTERS. 
Pse叫dotsugataxifolおおRlT1¥
1'sug畠 8ieboldiiCARR. 

Fall1ily Soiadopitydaceae 
Soiadopitysむerticillata5mB. et Zucc. 

Fall1ily T，仏τodiaceae
Oryptomeria japonic品D.DON. 
8eq叫oiasempel・vu・6叫SENDL. 
Tai初日常{品 cryptomerioidesHAYATA 
Taxodium mucronata TEN. 

Fall1ily Cupl'essaceae 
Oallit1'Is dr1出町1ηIOdiiBENTH. 自主 HOOK.
011也maecyp匹risobtus品5mB.etZucc. 
Chamaecyparis loU!sonianιPARL. 
Chamaecypal'is pisifera viu・.eq叫arrosal¥1 AST. 
Ch也廿wecyparisthyoides (L.) B. S. p.. 
Tlwja plicata LAMB. 
Tlwj也 8tandishiiCARR. 
'I'lwja occidωtalis TJ. 
'I'h思jopsisd01'品brala5mB. ct Zucc. 
CUp1'CS8叫smacrocarpa HAllT‘ 
Cupress叫8arizonic品 GREENE.
CupreS8u8 t01'1uosa DON. 
CltpreSSU8 1叫siianica.MILL. 
C叫'press叫8fnebl'is ENDL. 
J!mipel・ustaxifolぬval'.Z.uclme叫sisSATAKE 
Jun台)er118chi吋ensisvar. 8argentii HENRY 
Jtmipel'US chinellsis LINN. 

Family Ara叫cm'iaceae
Aγaucari砧 CunningarniiSWEET. 

l<'amily Podocω・Jソaceae
Podocm・pUIImacl'ophyll首svar. JIlAXIM. 
Podocarpus Nagi ZOLL. et lVloHITZ. 

Family 'I'axaceae 
:[11日xusbaccata JJINN. 
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ずるネズミサシ (Jωtipel・slltilis KOJDz.)でも， ~，鱗の発述しない単純な形態の冬3fを形成する

点が特徴的で・ある。

ヒノキ科 6)謁 17磁の新条{I/IJ誌は，佐官期間主主i混じて徐々に{f/~'民し，秋まで伸長活動を続ける郡
が多い(図1)。このや11長様式は， 1南半球I:i:朕波地とする Callitol'is dl'mnmondu B訟NTH. et 

HOOK (間 1，H)でもl諸機である。ただし， i1J岳地&服路地とする ThujιStandishiiCARR. 
([玄11， G)や Cupl'ess附 ωイ'zonic日 G双EENE(悶1， .Fりなどでiま，伸長俸止がやや阜く， I授

かいJfuお~1ζ分ずがする C包])1'e881(8mac1'ocarpa HART. ([到し J)や J叫nipe1'uschinensis var. 

sargentii HENRY (ぽ11， P)などでは，やや器い傾向が認められる。 Chamaecypa1'Isthyoide8 

BRITT. (1羽1，D， ヌマヒノキ)のみは 6 月米にはイ1/1援を停止した。カ/Ij~lO) によるヒノキ出水

o 
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Fig. 1. Seasonal course of lcadel' clongatioll ill sever乱 spcciesof Ct/，pl'essaceae. 
Opon circlc; leader clongatioll， closed cirelej braneh shoot elongatiol1. 

の測定結果では，光環境の不良な林内の個体はJi手い挙部lこ伸長7J:{q;止する。これは，感環境下

では伸長がく停止する例であり，C. thyoidesの併は， f試験地の夏の両腕と乾燥条件によるも

のと)JAわれる。

ピノキ科縞物は， アジア雌東部からグリーンラン iごとどで分布する翻もあるが， ζれらの1額:譲E矧で

も'E>， 特別な冬奇芥tを7形!彩予初j成点寸る ζ と{はまなL、、。 それらの{仲f市ドれ.提;箆菜様式もt，他のピノキ科拙

マツ惣茸類'iの{伸!司市Ilt長毛計4様主式から Jみ弘れば， この{!jl長様式は低綿度地域に適応した;様式引であった。別な遊説
によれば，平手 lこ j急速な生長告するための養分貯蹴fP必~とせず，生産された物質を利用して徐々

に伸長する生長級式である。ヒノキ科植物のこの伸長様式は，特別な冬穿を形成しないために，

特別のWJff'!iJと物質貯蔵会必混としない利点がある。生腎則的!のX-fI.い瓦に生長し，厳しい冬に肉(j"

で，耐iJU性会獲得するなど，内的変佑だけで越冬が可簡になるという利点である。この様式も，



56 

競争躍が極めてすくなく政j純度の厳しい気候条件lζ対応し得た適応の一万1I.i]なのであろう。

(2) スギ:'{S[，植物のJ::IP出伸長

スギ科i植物は 9~認 151涯を搬し，このうちの一穂は南半球に分布めするが，その他はすべて北半

球に分布する。 ζれらの極の分布域はいずれも局所的に点おし，そのほとんどが遺禄額とみなさ

れている。この植物部は，常総と務提性または"'1'"搭誕性の額がある。

スニド科病院物の謀総!伸長は， ヒノキ科織物に比べると季節的対応がやや邸機となる。務から真に

かけて，かなり訟速な伸長生-民が総められ 9月頃にはほぼ静止する(関 2)。セコイア (Se伊oia

A Taxodium mucronatum 

C Talwanla cryptomer‘loides 
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Seasonal course of leadel' elongation in several 
species or Taxodiaceae. Open cil'cle; leader・
elongation， closed cil'cle; bl'anch shoot elo担ga-
tion. 
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Fig， 2. 

O 

sempervu'ens ENDL.)の例のように，明確な 2閣の伸長期が認められた似体もあるが 8月には

{rjl-!廷が停止した(閣2， B)。乙の種jjì':の常識性の磁は明艇な冬:5j::を形成せず，落~堅Éの種類では

冬Zjiがやや発述ずる(閥的。ただし， 主ijilh伸長の様式には， 両者聞に明確な主主興は認められな

かった。



(3) γツ踏を!徐くマツ科制

物

図4Iこ，マツ版を除くマツ

科植物6弱からそを 1紐を選び

それらの民tl{rll:民経過を示し

た。それらのほとんどが 5

"-'6月に一国主誌の， マツ臓の

単節般に相当する伸長吾容ミし
ずタ

"旬。
ユサン (l[eteleel'i品 dωid蝿

{品?ωBEISS.，Iz14， E)の
軸伸長Øl~始は，仙の蹴に比べ

ると轄しく逝く，その故焼却j

も6月下旬であったが， {fjl長

if~ としては仙の縄と変らない。

ヒマラヤスギ(GedrusDeiJdm 

LOUD.， I認4，D)の伸長は，

初期と終了前とで比較的緩や

かなイfl1援を訴した。加の大経

木の観察によれば，この積額

の{frl:民は秋まで持続している

ようにもみえる。材料が枝で

あったので，この種類に闘し

では主l!qllによる再確認が必袈

であろう。

今問，適当な材料が得られ

はかった Pseudolal'ix胤，

Gath品仰 j認は， 観議ゃ文if:iklll

による新条形掛からみると，

一:国製の伸:践を示すと判断さ

~1，る o

各艇を代波して一様の例会

した|盟4の結探が，組群内

でもi河織の性質であるかを制

べるために，ひとつの臓で縫

も多い材料が得られた Picea

j泌10閣の伸長経過を淵べI I弱
5 Iこ;司えした。これらの胞はい

ずれも…羽盟の伸長とみなし

てよい。閥織の純泉は Abies

j混5秘でも何られた。

Abies 踏にi却しでは，全1司:

Cryptomeria Japonica 
Sequoia sempervirens 

、i.:W;，o:減税
:1' et日，'P' Sequoia glganteum 

Taiwanla cryptomerloides 

Taxodium mucronatum 

Metasequo!a 
glyptostroboides 
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Fig. .3. Winter bud 011 a shoot in scvcral specics of 'l'axodiaceae 

inaceae 
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の新条71~儲が Lru12) により淵べられている。そのほiから探測する限り，約 60税金部:がー]j!~挫の
{Iド援を訴すものと忠われる。

以上から，数多いマツ科楠物の伸長型は，マツ腐は認められるような多様なタイプは認められ

なかった。なお，後に検討するように，ほとんどのマツ科組物は， ;}:鱗lζj事く包まれた，よく発

した冬:3;l~を形成する。この科のうちで，冬:!fが小さく発述が十分でないヒマラヤスギ、で，校で

はあるが伸長期間が長い傾向を京した ζ とも，冬芳:の形態と{I/!長様式iこ熊接なi英l:iili'限必示唆した。

(り その他の針議樹の主軸伸長

i酒61ζは，今閥会:i14U伸長在測定し，上聞に示した額以外の 4;f;'[・5翻の結果寄与まとめた。これら
のうちで，111'側 cariac111lningamii SWEET. (1羽6， E) のみで伸長様式が 1J~なり， 他の4腕は
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一]民連立の伸長を示した(関 6，A"'D)。 アラウカリアの冬:!fは，常緑のスギ科縞物問様， 芽鱗

の発迷.したキ芽奇形成しない。一方，舶の4揺は，マツ科:Jflli物に比べると構造が単純ではあるが，

冬穿を形成する。この例も，冬~::が形成される種類では一:既製を，形成会れない離ではヒノキ利

根{物iζ似た伸長却を示した ζ とは，冬穿の形成と伸長様式iζ明らかな対絡が認められ，興味ふか

L 、。

この節ではマツ科枢{物の冬芽の形態

検

(1) マツ科椴物の冬誌の形態

:::t:ijij!jのイ市議様式が冬芽の形織と筏接な関採にあったので，
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とその形成に闘して比較検討する。

iま17，A'"況に示したように，マツ胞やi徐くマツ科積物8J.認の冬穿は，枝条康法がヨミJ!4l!または

校の先端に乗る構造伝活し，校条版部ie包んで，踊震かの:5f鱗が震なる。比較的暖かい:Nll域Jζ分

布する Pseudolarix，Ged1'us， Keteleel'iaの名j潟(関7，B， C， E)では芽鱗閣は滞く， 北方

域まで広がる La1'ix，Picea， Abiesのおj認(図7，A， F， H) では熔い5]~鱗に包まれる。

35鱗は主主観的乾燥を合む冬季の乾;燥に対応したJJ討議で， この5[:鱗!こ加えで， ワックスが冬:5fぞ包
ù'適応も，…白I~の栂獄で認められる。

マツ踏とを除くマツ科組物では， 校条原哉の下部{ζクラウン (Crown，関7，H) を宅!ーするのが

特徴である。 L芯WISand DOWING13)によれば， . ζの部分がnrr年度に伸長した部分と， 新しい
枝条Ef{裁を区分する;境界閣である。マツ胞の冬芽(図7，1， J-1)にはクラウンはなく， IJu 
年度に形成された木質部が，水化しない状態で冬芽の上部lζ述続ずる。マツ腐は，この特徴にお

いて;地のマツ科植物とは著しくlft1なる。

La1'i必，Pseudolariぁ Gedl'usの8腐は矧校必形成する蹴1{1;でおり， これらの技糸原法l主張}1ft裁

が比較的に発述した構造となる(関 7，A.......C) 0 ζの秘i詳のほとんどの:51:は，輸!:f::襲を形成す

ろが，先端付近の続投は伸長し，新技条委形成するo TS1~ga 腐の冬:5fは，楽部議がやや大きく，

i流出の 3}，酌ζ似る o Abies， Picea， P附 .dotsugι3}，認の冬孫は，現j説法が小さく，冬芽がふくらむ

時点でしだいに発巡する。以上{乙訴した純物桝では，冬:51'は一取組の伸長をした後，先端および

節閣に冬穿奇形成し，誠司祭まで休|践する。

マツ艇の冬芳:は母校冶分校ずる穿が鶴によって特有の部{¥L(ほとんどの間で先端部)にあり，
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側[却には多数の焼校の原越が並ぶ。いいかえると，マツj潟の冬:5fは多数の短枝と，長枝に発迷ず

み:5fとの後合体14)からなり，イ自のマツ科植物lこは認められない大きな冬*0形成する。このよう

な冬芽の稿2遣をもっ揮は， 針誕樹全体からみてもコウヤマキ15)(Sci，品dopitysりe1・t'icillcda8mB. 

et ZUCC.) Iζ認められるだけのようである。 P初倒的nksia流出その他，数磁のマツの冬芽は，ヨミ

の段階ですでに多部?に分かれ(閣 7I I) I 各節のよ端部に長校となるべきl限法が形成おれる。

それぞれの穿の側部にも多数の短枝原誌が形成怠れる。冬穿の内部iこ，当年内l乙校となるべき穿

が)!i命控しで形成主れる鱗造も，マツ属だけに見られる特徴である。

Abies， PSwdots1l{Ja， Keteles1匂の各j潟では， 当t母校の館関lζ生じた穿が， 秋までに:tt~:また

は枝芽として形成8れ， 3翌年の司容に開花または枝として伸。民ずる。 PiceaJ，認ではI 1t?5fの分化j剖
は濃いようで，Picea sitchensis CARR.16)の:tt3f.は，冬の段階では認められず，務lζ冬3f.がふく

らむ過程で分イじするといわれる。 Picea，'1'sll{Ja関脇では， 技の先端付近の芽がJ!fiE11:iになる例が
多く，球果は枝先lζ潜生ずる。 Larix，Psendolarix， Oedl'1t8の各臓では，短校iζ 花採が生じ，

Abies )潟と悶様，節閥iζ球果が務主主する。これらの属の花穿分化期は，関1 b̂前年の秋17，18)のよう

である。

マツ隅の罫および花罫の形成花関しでは，乙の臓が特異な冬穿を形成し n唯花の務住者[if立も
閣によって様々であるために， 報告例が多い。l!ji節挫のアカマツ (Pi匁附 densiflora8mB. et 

ZUCC.)冬芽の下部の短枝蹴裁は関 7，J-l， cで示したように， 鱗片だけを形成し， 張が

伸長しない。その上側部に並ぶ熔校駅訴は雄花に変わる(悶 7，J-l， b)。先端部分には践

校となるべき康法が形成され，その…部がnijE花17)Iζ分化する。針・誕を伸ばすひとつの短校は，小

おな~t::長点とそれぞ包む穿鱗からなる (J- l， a， J-2)。務になり，冬穿がふくらむ壊に，

生長点の周閣に誕郡部が形成され，砲によってほほ決まった数の針諜が伸ぴ出し，生長点l立中央

部lζ浅される(1爵 7，J-3)。この葉原2訟の発逮過程は BOLLMANNand 8 WEETI9) tζ詳しL、。

接続管E誌のマツ矧のJ!fiE花は， 冬芽の形成期， すなわち前年の秋墳17，19，20)Iζ分イじするので， 多

節の冬芽を形成するマツでは，間t花は各部?の持の先端lζ多段lζ形成される。:tt?5fの分化期は，
Free growthを示す Pi先制 elliotiii'l'NGELM.でも，イ自のマツと閥時期20) である。 ζのJ:IHI留で，

~年の者以後に形成される芽の校条lζ 雌1'bはつかない。単純管主主の P初制 edltlis ENGLELM.2J) 

で‘は， :tt?5fの分化がi墜し冬季と怠れているが，主[?5fから伸びた新条にはJ!fiE花はつかない。この

I1守散在ポイント lζ，多if!iのマツの新条伸長を翻べると，被雑lζ見える各額の新条伸長経過iJ?比較

的簡単に理解できる。例えば Pi悦ltS1・adiataD.DON は，多設の冬3f.iJ?形成するが，東部も切

らかに伸援19)する。雌;{tも多段につけるので，雌1 b̂のついた新条までが，冬3f.1ζ準備されていた

部分5) とほぼ推測がつく o

BOLLMANN al1d 8WEETI9) は， ニュージーランドで予約おした PI1wsradiataの校条， ~~，花

芽の発述過組を泰節的lζ検討しているが，それらの原誕の形成機構に関しでは，推測に止めてい

るo すなわち，腕生の原義から，長校と矧校の原2査が分イむし，長技の原器から校とJ!fiE花が，続校
の原恐から雄;{~と矩校が分イちすると;，!g・えている。ここでI J道枝の服部がどのように分イむしてくる

のかが抵裂である。多段の冬芽の形成は，矧校の館法から分化すると考えられるためである。

アカマツ，クロマツ (Pi側 sthunbe1'{Jiana FRANCO) iζ践して，矯諮17)が相詞税をとるよう

に，雌1t と ~~Ê;{bが続投と時じ原ia:から分化するとすれば，長枝も短校も J税関の原基から発主主ずる。

マツ綿の新条が損髄ぞ受けたi祭，議束の聞から，主主長休止していた矧校が発越し，校を形成する

ことは，よく知られたマツ類の髄質であるo ;i t，こ，短校から分イちした雄花が，発遊泳上で雌花lζ

紙換する例も，マツl認ではしばしば認められる。これらの例は，雌花や混校も，煉枝と相関の原
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法から分化する例斑であろう α

マツ尉の冬持が鍛枝，長校， ;{白書tなどの援合体であり，それらのj京裁はすべて相純であるらし

l 、。このような構造と分化磯村ずによってこそ，機々な冬~:の形態形成がTIJ能となる。 続税tj，構造

からなるパンクスマツ強!の冬葬の形成は，マツ類特有の線技の採合体締結・と各部位が1;1'1間のi眠法
から発生する分化機構iζjm源告求めるべきであろう。

(2) マツ!諸における PreeGrowth の当~~L~

マツ胤の多様な伸長様式の， もうひとつの京嬰な性質は， fl'ec g'l'owthの発現である。i)itiim!!

のマツ類では，議rr条{rIt設は瓦頃までに仰u:レ，秋までに冬穿奇形成して休!隠する。変[ζ形成され
た部が休眠することなく伸長し，~の神経まで認められた場合， デーダマツ殺の{1ft]剣道式(fl'CC

growth) とみなおれるが，この問題は従来，論議の多い点である。

OWSTONは， lji節取とみなされる Pin1iSStl叫 1iSL.の新条伸長iこ， 通常の伸長と， さらに

--t，j¥ililJJflされる伸長部分のある倒休必見い出し， その発~t;ÌI!M~F2) および冬穿の形成過;&123) {;>淵

べ，迫力n怠れた部分の服器は冬!:fの内に準備されていたものと判断したo LANN芯H21lは，Pinns 
ed1uis ENGELM.の伸長搬を需品べ，そのイ1ftび万は節税にみえても切らかに1?っくり，多節

の新条奇形成するおIU{;>報告している。また，このようなやPl造形態は，単純管来のマツ類21)にしば

しば認められるとしているo わが国[ζ分布するチ詔ウセンゴヨウ (P.lcoraiensisSIEB. ct ZUCC.) 

や rl~協の臼松 (P. b1mgeana ZUCC.) 1こも認められる。 OWSTON と I1ANNEHの矛踊は，単純管

取のマツ矧の長校の分イ七が遅い21)ことに牒闘していると j諒われる。 また， これらの倒は， free 

growth I乙!羽ずるものでなく，ノてンクスマツ摺の冬芽形成とつながるもので， マツj潟{こ内殺する

…椴的性慢であろう o

照子から発生す嶋る子3誌の腿/JrJrt iJ Iき続き， マツE誌では， --'~f 取の幼誕(初誕)が{1ft び f:J付崎。

このj変!年?での主ilq!J{r!1:長は， 成木の{tfl長型選とは明らかに典IJ:るo i'fiネ:の日長効巣!こ関述して， こ

の段階での伸長測定例は多い。アカマツ2446}， クロマツ27〉， ワ』ウキコ‘ウマツ 27) (P. luchuen-

ensis MA YH.) などの例をあげると，この段階の.::J::jlil!I仲裁は，生背j割問内にわたって徐々に伸長

ずるようであるO 成木の，季節に対応した伸長よりもスギ利またはヒノキ科植物に{以た伸長劉を

ぷず。穿の形態もマツよりもスギ料相物lこ似ている点も， マツ府の組j以{こ閲迎しで興味ふかい邸

象である。

アカマツ i1tî を例!ことると，友関より，初誕のJ二側から成混(るitl115n~) が発現し，冬当iが形成

される 11，~1f*が多い。この段階では似体設が大きく，初生挺の状態で越冬す帽る 11111休も多くみられる。

ほとんどの捕は 2，3年後には努鱗i乙包まれた冬芽ぞ形成するようになり，マツ成本来の{Ifl:段

様式へと移行する。ただし，積水の段階では，伸長様式は不安定で，J点泌が発現した1jit布製のマ

ツでもしばしば秋{fFIびする例が認められる。アカマツでは 2， 3年後lこは安定した{111:認を示す

ようになるが， このj弱!簡は:m1類によってjj聖なる。~ ::Jウキュウマツ 27)では，j;(定ずるまでに 7，

、 81，ドイ世襲し 2I:r:!:t:の簡では4問 3 のlr[でも 3181の flushが認められる例もある。

ffいj!1白木{ζ認められる不規則な{IIIび方は， 1]11こマツj戊だけに認められる性質ではなL、。トドマ
ツ (Abiessachalinens'is MAST.) ，カラマツ (Larixleplolepis GOIWON)などの例はよく 911ら

れているo Picca胤でも，P. sitchensis l¥lILL28)・，P. mal'iana B.S.P.29) などの併が腎j'iiIこ関迎

して報告されている O マツ科t~i!物の]羽水在住悲しで観察した;場合には，他の多くの:m1で見い出さ

れる性質であると思われる。

ここで検討しておきたい点は，デーダマツ閣のfifl1若様式の獲得lζ闘する1m閣であるo すでに淵
べたように， f白木の frceg'l'owth は， マツj認に限らず多くのマツ科梢物lこ認められた性質であ
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った。 ζ の性質が)~木の j謝料でも維持された場合，テ…ダマツ取の{111後様式が形成されることは

Iy]らかである o SHAW刊行)1:30)は， {I/I長級式の起ib;llζ論及せずに， .Il~-加盟の掠式がいJI~'Bi と

'I~IJ断した。 しかし， テ…夕、、マツ引の{llltミ様式の却搬を， 才我い、寸l'攻!:ヨ党~叩捌aポ判F目附i卜内争号引~1にζ 込別1われお fれ1'0∞Q g似I
1た二羽場.合， あるいは{約件発生が系統発~!:i'繰りかえすとみた場合ζの{llI長様式が1]1111J期総式より新

しい性質であるとは断定し難い。

:Wil:の分布からみると，テーダマツBiqのマツ類は，育英m自の長い地域に分布し，ぞれらの住
民様式は，1毘かい気般に適応した様式と113‘えのられた。館三紀以前の気鋭条件9) は， :g'J省:より出
;f;nであったことが女nられており， rf'l純度以北の地域では，その時代以後， i!i;U引民主去の厳しい気候
条約:1こ支部されている。気投の変化に対jおして， Ff::t綿境目、北のマツお~Hま，間不の変佑lこ，より j臨

応したろ1:1送様子むや獲得したものと考えられる。この様式ζそが， 11t111i烈およびパンクスマツ刑の

機式であるとすると考えも可能であろう。

マツ鰐の伸長~長正むの新!日 lこ関する判断は， 出企物学的な解明によらなければならないが， !IIf 

被引に示した閣は!で， この分野からの解明は困難であろう。 ζの関閣にl到しでは，別のず・法，す

なわち， マツ j湾内のIDì投下に発現する JI~f~上の比if淡から I 11照明がl可能であるかもしれない。 ζのj誌

に慨しでは機会委改めて検討したい。
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Resume 

In relatioll to diverse formation of new shoot il1 the genus Pin1ls， seasonal growth of shoot 
and anatomy of wintel' bud in many cOl1iferae wel'e eXa1nined， which had been planted undel' 
naturaI conditions at Kyoto. Shoot gl'・owthpattern in coniferous trees were related with 

mOl'phologIcal structul'e of bud， l'esulting species group of taxonoll1y. C1tpl'eS8日ceaespecies 
whieh have a very simple bud showed a sill1ple slow growth p乱tterl1continuil1g dur・Il1gthe 

gl'owing、seasol1 (Fig.l). Growth eoursεs of Taxodiaceae al'e rather affected by seasnality 

espeeially in deeiduous species (Fig'.2). Exeept fol' pines， g1'owth pattern of Pinaceae speeies 
shows one sin宮leflush 01' the mo1'e s君asonalg'rowth， whieh have a very completed wintel'・
bud (Fig.4，5， Fig.6-J， A-G). 

The diverse formation of llew shoots il1 pines COll1es from the natul'e of fl'ωgl'owth and 

fo1'matiol1 of multinodal bud as seen typically il1 Pintts l'adiata D. DON. Buds in pines are 

made from the mass of shol't shoot pr・ill1odia(Fig.7，I，J). The long shoot in the multinodal 
bud seell1ed to he formed by diffel'entiation fl'om the initial primodia of a ShOl・tshoot. 
Another feature of free growth seell1ed to ol'iginate fl'oll1 the nature often seen in the youl1g' 

stage of pine seedlings. If the diverse fOl'matIon a1'Ises from the n且turestated ahove， the 
evolutiol1al perspective on shoot g'l'owth type may differ・fromtha t proposed by SHOW (1914) . 




